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決算のご報告

　預金・譲渡性預金は、個人・法人預金ともに堅調に増加し、７兆5，959億円となりました。
　また、貸出金は、個人・法人向けともに積極的に推進したことにより、4兆9,869億円となりました。

　貸出金残高が大幅に増加した一方、貸出金や有価証券などの運用利回の低下により、業務粗利益は802億円、経常利益は
251億円となりました。
　当期純利益は177億円と第５次中期経営計画の最終目標である175億円を上回りました。

　平成28年度（平成29年3月期）の配当金につきましては、安定
配当の継続を基本とする方針に基づき、中間配当・期末配当とも
に6円とし、通期では12円といたしました。

【配当方針】
　安定配当を基本としつつ、当期純利益に対する配当性向25％
を目安とする。
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～平成29年3月期業績ハイライト～

（単位：億円）
科　　　目

資 産 の 部
現金預け金
コールローン
買入金銭債権
商品有価証券
金銭の信託
有価証券
貸出金
外国為替
その他資産
有形固定資産
無形固定資産
再評価に係る繰延税金資産
支払承諾見返
貸倒引当金

金　額

8,259
513
68
0

481
28,692
49,869

84
153
801
27
0

177
△ 201

資 産 の 部 合 計 88,928

【資産の部】
お客さまへのご融資
を示す「貸出金」、
国債や株式など
で運用している
「有価証券」、短期
金融市場での運用を
示す「コールローン」
など銀行の資金・
資産の運用状況を
表しています。

（単位：億円）
科　　　目

負 債 の 部
預金
譲渡性預金
コールマネー
債券貸借取引受入担保金
借用金
外国為替
その他負債
退職給付引当金
睡眠預金払戻損失引当金
偶発損失引当金
繰延税金負債
支払承諾

負 債 の 部 合 計
純 資 産 の 部

資本金
資本剰余金
利益剰余金
自己株式

　株 主 資 本 合 計
その他有価証券評価差額金
繰延ヘッジ損益
土地再評価差額金

　評 価・換 算 差 額 等 合 計
　新 株 予 約 権
純 資 産 の 部 合 計
負債及び純資産の部合計

金　額

66,578
9,381
201

1,636
1,210

1
462
315
2
11

1,411
177

81,390

421
303

3,128
△10
3,842
3,708
△17
△0

3,690
5

7,538
88,928

【負債の部】
お客さまからお預
かりしている「預金」
など資金の調達
状況を表しています。

【純資産の部】
株主の皆さまから
ご出資いただいた
資金（「資本金」）や
これまでに利益
などから蓄えてきま
した「剰余金」など
を表しています。

（単位：億円）

　　　　　　　　　　　　 科　　　目

経 常 収 益

資金運用収益
（うち貸出金利息）
（うち有価証券利息配当金）
役務取引等収益
その他業務収益
その他経常収益

経 常 費 用

資金調達費用
（うち預金利息）
役務取引等費用
その他業務費用
営業経費
その他経常費用

経 常 利 益

特別利益
特別損失
税引前当期純利益
法人税、住民税及び事業税
法人税等調整額
法人税等合計

当 期 純 利 益

金　額

1,020

706
460
238
151
94
68

769

50
26
68
30
585
33

251

0
1

250
68
3
72

177

【経常収益】
一般企業の売上高に
相当し、貸出金利息
や各種手数料などの
収益を表しています。

【経常費用】
一般企業の売上原価
に相当し、預金利息や
営業経費などの費用
を表しています。

【当期純利益】
経常利益に、特別損益
や法人税などを加減
して算出し、当期事業
年度中の利益を表し
ています。

【経常利益】
経常収益から経常費用
を控除して算出します。

　平成29年3月末の自己資本比率（国内基準）は、
単体ベースで12.07％、連結ベースで12.49％と
なりました。
　ともに、国内基準行に求められている4％を大き
く上回っており、引き続き高い健全性を維持して
おります。

連結
国 内  基  準

単体
12.07％ 12.49％

国際統一基準
単体

19.26％
連結

19.53％

＜ご参考＞

貸借対照表 （平成29年3月31日現在）

損益計算書 （平成28年4月1日から平成29年3月31日まで） 自己資本比率 （平成29年3月31日現在）

有価証券の評価差額
5,314億円

　平成29年3月末の有価証券の評価差額（含み
益）は、5,314億円となっております。

有価証券の評価差額（含み益） （平成29年3月31日現在）
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　預金・譲渡性預金は、個人・法人預金ともに堅調に増加し、７兆5，959億円となりました。
　また、貸出金は、個人・法人向けともに積極的に推進したことにより、4兆9,869億円となりました。

　貸出金残高が大幅に増加した一方、貸出金や有価証券などの運用利回の低下により、業務粗利益は802億円、経常利益は
251億円となりました。
　当期純利益は177億円と第５次中期経営計画の最終目標である175億円を上回りました。

　平成28年度（平成29年3月期）の配当金につきましては、安定
配当の継続を基本とする方針に基づき、中間配当・期末配当とも
に6円とし、通期では12円といたしました。

【配当方針】
　安定配当を基本としつつ、当期純利益に対する配当性向25％
を目安とする。
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（単位：億円）
科　　　目
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現金預け金
コールローン
買入金銭債権
商品有価証券
金銭の信託
有価証券
貸出金
外国為替
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【資産の部】
お客さまへのご融資
を示す「貸出金」、
国債や株式など
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【経常収益】
一般企業の売上高に
相当し、貸出金利息
や各種手数料などの
収益を表しています。

【経常費用】
一般企業の売上原価
に相当し、預金利息や
営業経費などの費用
を表しています。

【当期純利益】
経常利益に、特別損益
や法人税などを加減
して算出し、当期事業
年度中の利益を表し
ています。

【経常利益】
経常収益から経常費用
を控除して算出します。

　平成29年3月末の自己資本比率（国内基準）は、
単体ベースで12.07％、連結ベースで12.49％と
なりました。
　ともに、国内基準行に求められている4％を大き
く上回っており、引き続き高い健全性を維持して
おります。
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有価証券の評価差額
5,314億円

　平成29年3月末の有価証券の評価差額（含み
益）は、5,314億円となっております。

有価証券の評価差額（含み益） （平成29年3月31日現在）


